
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅲ．学務課 
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３－１－１ 健康づくり推進支援                                        

○中野区学校保健会 

１ 委員構成 

医師、歯科医師、薬剤師、保健所長、教育委員会事務局次長、学務課長、指導室長、小中学校長、幼稚

園長、小中学校養護教諭、小中学校栄養職員又は栄養教諭、子ども教育部保育園・幼稚園課長、中野区保

育所園長、保育園・幼稚園課看護師、保育園・幼稚園課栄養士 

２ 目的 

  区立小・中学校及び幼稚園の児童・生徒及び幼児並びに中野区保育所の児童の健康に関する課題につい

て意見交換を行い、子どもたちの健康増進、学校保健の向上を図る。 

 

３－１－２ 学校医報酬                                   

○学校医 

 学校保健安全法第 23条に「学校には、学校医を置くものとする。」と定められている。中野区の小・中学

校には内科医、耳鼻科医、眼科医、薬剤師、精神科医、歯科医が置かれている。 

 学校医の職務は、学校保健安全法施行規則に定められており、健康診断に従事すること、疾病の予防処置

に従事するとともに、保健指導を行うこと、児童･生徒の健康相談に従事すること等がある。学校医は職務に

従事したときは、その状況の概要を学校医執務記録簿に記入し学校長に提出しなければならない。 

 

 中野区立小・中学校校医数               令和８年（2026 年）４月１日現在 

種別 内科医 耳鼻科医 眼科医 薬剤師 精神科医 歯科医 

人数（人） 28 13 17 29 2 58 

※耳鼻科医、眼科医については、複数校兼務で対応している。歯科医は各校２人配置している。 

精神科医は小・中学校に１人ずつ配置している。 

 

 

３－１－３ 学校保健運営                                  

○日本スポーツ振興センターの災害共済給付 

 日本スポーツ振興センターの災害共済給付は、幼稚園、小学校、中学校の管理下において発生した児童・

生徒の傷病に関して給付を行う共済給付制度である。なお、共済掛金（年額１人につき児童・生徒 935円、

園児 285円）は全額区で負担している。 

・医療費 

  健康保険が適用される医療費で、総医療費が 5,000円以上のものについて、その４／10が給付される。 

・障害見舞金   

障害の程度に応じて  88 万～4,000万円（半額となる場合もあり） 

・死亡見舞金 

  3,000万円（半額となる場合もあり） 

  

 

 

 

３－１ 学校保健 
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○各種検診・検査 

１ 結核健康診断 

対象 小学校・中学校児童・生徒全員 

令和７年（2025年）４月～令和８年（2026年）２月実施 （単位：人） 

検査項目 問診調査 学校医による診察 
中野区保健所長 
による検討 

精密検査 

 提出者数 受診者数 要検討者数 対象者数 受診者数 

小学校 10,999 10,796  129 62 52 

中学校 3,697 3,524 105 46  38 

合 計 14,696 14,320 234 108 90 

 

２ 心臓病検診 

対象 小学校・中学校１年生全員と前年度異常が認められた他学年者 

                               令和７年（2025年）４月～６月実施 （単位：人） 

 一次検診（心電図） 二次検診（心電図 012誘導） 

 受診者 二次検診受診者 要管理者 

小学校 1,775（ 78）          31(4) 

   

26 

  

 

 

 

 

 

 

 32(1)    

8(3) 

 

17(（ ４）1   
中学校 1,245（ 39）    25(1)   15(1) 

合 計  3,020（117） 56(5)  23(4) 

※（ ）は他学年者数 

 

３ 腎臓病検診（尿検査） 

対象 小学校・中学校児童・生徒全員と幼稚園児 

令和７年（2025年）５月～令和７年（2025年）６月実施 （単位：人） 

 一次検査 二次検査 三次検診 

 受診者 陽性者 受診者 陽性者 受診者 有所見者 

小学校    10,933 129 118       22 13 11 

中学校 3,605 164 157 22 18 10 

幼稚園 103 2 2 1 0 0 

合計 14,641 295 277  45  31      21 

※陽性者数、一次検査、二次検査及び三次検診の受診者数には重複者あり 

 

４ 貧血検査 

 対象 中学校１年生で希望する者 

令和７年（2025年）９月～令和８年（2026年）１月実施 （単位：人） 

 受診者 正常 要注意 要医療 

中学校 1,019 843 148 32 

※要注意と要医療の両方に該当する重複者あり 

 



－75－



－76－

 
 
 

３－２－１ 給食維持管理                                    

○学校給食の衛生確保 

学校給食の衛生管理は、学校給食法第９条に基づく学校給食衛生管理基準（平成 21 年文部科学省告示第

64号）に基づき行っている。さらに東京都教育委員会から通知があるほか、区としても区立小・中学校給食

室の施設設備に合わせて詳細を定めている。 

これらの基準を満たし、衛生的で安全な学校給食を提供するため、給食室の一斉衛生監視、夏季衛生講習

会、各校への巡回指導等を行っている。 

 

○学校給食の食事内容と献立 

学校給食法に学校給食の目的・目標並びに学校給食実施基準（平成 21年文部科学省告示第 61号）が定め

られており、この学校給食実施基準に学校給食摂取基準について記載されている。 

中野区では、前述の学校給食摂取基準を基に中野区の実情を踏まえ、令和８年度中野区学校給食献立作成

方針を作成し、各校に周知している。 

 

１ 令和８年度中野区学校給食献立作成方針 

 次頁のとおり 

 

２ 毎月の標準献立作成と配布 

中野区では、前述の文部科学省の「児童又は生徒一人一回当たりの学校給食摂取基準」及び「中野区学

校給食献立作成方針」に基づいて標準献立を作成している。 

標準献立は、「中野区学校給食標準献立の作成のポイント」に基づいて原案を作成し、学務課担当者の検

討・確認を得て決定される。 

実施月後は献立会を開催し、学務課担当者と各学校栄養教諭・学校栄養士・栄養業務委託栄養士とで、

味、調理法、作業手順等の反省や意見交換を行っている。なお、給食の残食量調査は例年６月、11月、２

月に実施している。 

 

〇学校給食費 

学校給食費については、学校給食法第 11条に規定されており、学校給食に必要な施設・設備に要する経費

並びに人件費は設置者が負担、食材料費は保護者が負担することになっている。 

令和６年度からは、保護者負担軽減のため、区が中野区立小・中学校に在籍する児童・生徒の保護者に対

し、保護者が支払う学校給食費を全額補助している。 

 

学校給食費と実施予定回数 令和８年（2026年）度 

  
小学校 

中学校 
低学年 中学年 高学年 

１食単価（円） 350 380 410 480 

年間平均給食回数（回） 198 198 198 195 

３－２ 学校給食 



－77－



－78－



－79－



－80－

〇学校給食における食物アレルギーの状況 

中野区では食物アレルギーがあって給食で対応が必要な児童・生徒については、医師記入の「中野区学校

生活管理指導表（アレルギー疾患用）」等の提出に基づいて、除去食による対応を全校で行っている。 

対応にあたっては、学校関係職員（養護教諭、栄養士等）が保護者と面談し、該当児童・生徒の詳しい状

況を把握し、その内容をもって、校内の食物アレルギー対応委員会（校長、副校長、学級担任、養護教諭、

保健主任、栄養士等）で対応内容を検討し、具体的対応内容を全教職員で情報共有した上で行う。 

学校給食における食物アレルギーの対応状況                               令和７年（2025年）度 

 対応状況 対応内容（校）  原因食材（校） 

個別 

対応（※） 

小 

中 

学 

校 

別 

対応して

いる 

対
象
者
な
し
�
校
� 

対
応
し
て
い
な
い
�
校
� 

詳
細
な
献
立
表
対
応 

完
全
及
び
一
部
弁
当
対
応 

除
去
食
対
応 

そ
の
他 

鶏
卵 

牛
乳
・
乳
製
品 

小
麦
�
雑
穀
含
む
� 

落
花
生 

く
る
み 

種
実
類(

落
花
生
・
く
る
み
除
く) 

甲
殻
類
�
エ
ビ
・
カ
ニ
� 

大
豆
・
豆
製
品 

果
物
類 

魚
介
類
�
魚
卵
含
む
� 

肉
類 

そ
ば 

い
も
類 

学
校
数
�
校
� 

児
童
生
徒
数
�
人
� 

学
校
数
�
校
� 

児
童
生
徒
数(

人
� 

小
学
校 

20 564 0 0 0 13 7 0 20 18 8 0 0 8 15 0 20 18 0 0 7 7 33 

中
学
校 

9 143 0 0 0 2 7 0 7 4 3 0 0 4 7 3 9 9 0 0 2 1 6 

※個別対応とは、たんぱく質制限、宗教上の理由等がある場合 

 

○給食調理用備品 

 現在、中野区の小・中学校給食室には主に次のような業務用厨房機器が備え付けられている。 

                                   令和８年（2026年）４月１日現在 

名 称 用 途 名 称 用 途 

ガス炊飯器 米の炊飯 冷凍冷蔵庫 食材の保管、保存食の保管 

ガス回転釜 煮物、蒸し物、炒め物等 牛乳保冷庫 牛乳の保冷・保管 

フライ用回転釜 揚げ物 食器洗浄機 食器、お盆の洗浄 

スチームコンベクションオーブン 魚、ハンバーグ等の焼き物 熱風消毒保管庫 食器類、調理用具類の消毒保管 

※この他に野菜調理器、フードカッター、ミキサー、球根皮むき機（ピーラー）、まな板殺菌乾燥保管庫などがある。 

 

３－２－２ 給食調理業務の委託                                

 中野区では平成 10年９月から学校給食調理業務委託を導入し、平成 23年度には全ての小・中学校が委託

され、令和８年度の委託業者数は８社である。 
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４－１－１ 宿泊事業                                        

○移動教室 

中野区と異なる環境の地域の特性を活かした体験的な活動を通して、自ら学ぶ意欲や態度を身に付けさせ

ると共に、集団による宿泊生活により、好ましい人間関係を育てるため、軽井沢少年自然の家等で全校が移

動教室を実施している。 

平成 25年度から小学校については選択制移動教室を実施しており、令和６年度から日光、みなかみの２地

域で実施している。 

 

１ 小学校移動教室 

実施結果                                                        令和７年（2025 年）度 

実施地域 対象 宿泊数 実施期間 実施校数 参加児童数（人） 

軽井沢方面 主に 5 年生 

2 泊 3 日 

5 月 21 日～10月 31 日 20 校 1,816 

日光方面 6 年生 5 月 19 日～10月 30 日 19 校 1,618 

みなかみ方面 5 年生 7 月 2 日～7月 4 日 1 校 76 

 

２ 中学校移動教室 

実施結果                           令和７年（2025 年）度 

実施地域 対象 宿泊数 実施期間 参加生徒数（人） 

軽井沢方面 

（湯の丸スキー場） 
主に 2 年生 2 泊 3 日 1 月 12 日～2 月 14 日 1,096 

※中野中学校Ｎ組（チャレンジクラス）は１～３年生で実施 

 

○海での体験事業 

区内在住在学の小学校４・５・６年生を対象に、子どもたちが自分の可能性を伸ばし、豊かな人間性や社

会性、健康・体力などの「生きる力」を育むことを目的として実施している。 

 

実施内容 

※令和７年度の海での体験事業は、カムチャツカ半島周辺で発生した地震による津波警報の発令や台風の

影響により、８クール中、２クール（第５・６クール）で全行程中止、１クール（第４クール）で行程途

中の中止とした。この参加児童数は、第５・６クールの参加予定児童数を除く人数（第４クールの参加児

童数は含む）である。 

 

実施場所 宿泊数 
実施期間 

（令和７年度） 

参加児童数（人） 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

南房総市 岩井海岸海水浴場 2 泊 3 日 
7 月 23 日～8 月 8 日 

※中止クール含む 
535 486 396 

４－１ 体験学習 
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○特別支援学級（固定学級）                   令和８年（2026年）５月１日現在 

種

別 
設置校 学級名 開級年 

児童・ 

生徒数 

（人） 

学級数 

（学級） 

知

的 

障

害 

江 原 小 学 校 わかば学級  平成 19年 4月 1日 10 2 

みなみの小学校 神 明 学 級 
 平成 29年 4月 1日 
（平成25年4月1日 中野神明小学校に開級） 

30 4 

美 鳩 小 学 校 あおぞら学級 
 平成 29年 4月 1日 
（昭和 32年 10月 1日 大和小学校に開級） 

38 5 

中野第一小学校 ひまわり学級 
 平成 31年 4月 1日 
（昭和 28年 6月 1日 桃園小学校に開級） 

22 3 

令 和 小 学 校 こだま学級 
 令和 2 年 4 月 1 日 

（昭和 36年 5月 20日 新井小学校に開級） 
47 6 

鷺 の 杜 小 学 校 しらさぎ学級 
 令和 6年 4月 1日 
（平成 16年 4月 1日 西中野小学校に開級） 

22 3 

第 二 中 学 校 Ｉ 組  昭和 32年 10月 1日 27 4 

第 七 中 学 校 Ｅ 組  平成 21年 4月 1日 24 3 

明 和 中 学 校 Ｉ 組 
 令和 3年 4月 1日 
（昭和 38年 4月 1日 第四中学校に開級） 

26 4 

 

○特別支援学級（通級指導学級）                 令和８年（2026年）５月１日現在 

種別 設置校 学級名 開級年 

児童・ 

生徒数 

（人） 

学級数 

（学級） 

難 聴 桃 花 小 学 校 きこえとことばの教室 昭和 43年 9月 1日 6 1 

言 語 障 害 桃 花 小 学 校 きこえとことばの教室 昭和 44年 11月 1日 53 3 

 

○特別支援教室（情緒障害等）                   令和８年（2026年）５月１日現在 

巡回指導拠点校 巡回校 

中野本郷小学校 中野本郷小学校、南台小学校、みなみの小学校 

塔 山 小 学 校 塔山小学校、谷戸小学校、桃花小学校、中野第一小学校 

桃園第二小学校 桃園第二小学校、白桜小学校、令和小学校 

江 古 田 小 学 校 江古田小学校、江原小学校、緑野小学校 

啓 明 小 学 校 啓明小学校、北原小学校、美鳩小学校、平和の森小学校 

武 蔵 台 小 学 校 武蔵台小学校、上鷺宮小学校、鷺の杜小学校 

 中 野 中 学 校   中野中学校、第七中学校、北中野中学校、緑野中学校、明和中学校 

中 野 東 中 学 校 中野東中学校、第二中学校、第五中学校、南中野中学校 
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